
 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

「消費税インボイス制度」（和田） 

最近なにかとインボイス制度って耳にすることございませんか？インボイス制度とは令和 5年 10月 1日から

導入される仕入税額控除の方式です…。んー。まったくわかりませんね(笑)そもそも「インボイス」の意味と

はなんなんでしょう。調べてみました。英語で、送り状・取引内容が記載されたものという意味だそうです。

「売手が、買手に対して正確な適用税率や消費税額等を伝えるための手段」であり､請求書､ 

納品書、領収書、レシート等に一定の事項が記載された書類のことです。この制度が導入さ 

れると、売手側は、買手側からインボイス(適格請求書)を求められたときは、交付しなけれ 

ばなりません。また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要があります。買手側は 

保存しておかないと、仕入税額控除ができなくなります。難しいですねぇ。この文章書いて 

私も若干こんがらがってきそうです。第 1弾はここまで。続き第 2弾を次回の和田の回でご 

説明できたらと思ってます。その時までにしっかり勉強しておきますね。 

 

 

今月の教えてキーワード：【マネーロンダリング】 

犯罪等で得た資金を偽造口座などを利用して出所や所有者を不明にする行為のこと。「汚れたお金」を偽造口

座や他人名義口座へ転々とさせて「きれいなお金」へと洗浄（ロンダリング）することが語源となっている。

組織的犯罪やテロリストへの資金供給を防ぐことを目的とする国際組織「金融活動作業部会」が、190以上の

国や地域に対策を勧告しているが、犯罪は巧妙化しており各金融機関は不正検知の対策が急務となっている。 

【「タックスヘイブン」にメスが入る？】 
 

「タックスヘイブン」という言葉を聞いたことがあるでしょうか？タック

スヘイブンとは「租税回避地」のことであり、課税が完全に免除されたり

著しく軽減されている国や地域を指します。つまり税制が優遇されている 

           場所のことです。その中でも特に有名なのはケイ 

マン諸島やバージン諸島などが挙げられます。多 

国籍企業や富裕層が税金から逃れるために、これ

らの国や地域に多額の資産を移しているのが現状

です。極端な場合では、脱税行為やマネーロンダ

リング、テロなどの犯罪の資金に悪用されるケー 

スもあるようです。このように以前より問題視されてきたタックスヘイブ

ンですが、2021年に開催された先進７カ国の財務大臣による会合（Ｇ７）

で、課税逃れに対する国際ルールが合意されました。この会合では法人税

率の引き下げ競争に歯止めをかける共同声明が出され「最低税率 15％以

上」を目指す方針で一致しました。とはいえ、色々な利権や思惑が錯綜（さ

くそう）する中、今後は先進国のみならず新興国も交えた交渉で、どのよ

うな国際的な結束を見せられるかが問われてくるでしょう。しかし今回の

会合で合意されたタックスヘイブン対策は、大きな時代の変革であること

は間違いなさそうです。ちなみに、ときどきタックスヘブン（税金天国）

と勘違いしている人もいるようですが、それは間違いです。 

 

アメリカの作家であるヘンリ

ー・デイヴィッド・ソローの

言葉。自宅に帰り服を脱いで

部屋着に着替えたときのあの

解放感。あるがままに自分の

人生を楽しもう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

船越税理士事務所 

〒620-0054  

京都府福知山市末広町 1-1-1 中川ビル 3階 

ＴＥＬ：0773-22-3708 ＦＡＸ：0773-22-7343 

http://www.f-office301.com 

E-mail：info@f-office301.com 

皆様のご感想をお待ちしております☺☺☺☺☺☺☺ 

 

 

 

 

 

違いは各部屋に専用の風呂やキッチンがある点。ダイニングなどの共有スペースで食事

や雑談を共にして緩やかな関わり合いを持ちます。単身者や子育て世代、シニア世代な

ど多世代間の支え合いが、かつての日本の村のような心のつながりや精神的な安心感を

もたらします。孤立を浮き彫りにしたコロナ禍が、豊かな暮らしへ変容を促しています。 

多様な世帯が共同生活を営む「コレクティブハウス」の関心が

高まっています。北欧を発祥とする様式で、シェアハウスとの 

今月の商売のヒント：【商売繁盛とゴキゲンのいたちごっこ】 

 

片付けの極意は、毎日 5 分でもちょこちょこ整理することだと聞きました。太ってしまったと慌ててダイエ

ットしても体重はなかなか戻りませんが、体型や体調に気を使っている人は毎日、体重計に乗り、数百グラム

でも増えていたらカロリー・コントロールや運動をするそうです。病気を大事にしないためには早期発見・早

期治療。物事は何でも「小さいうち」に対処しておくのがコツです。 

人間関係も同じでしょう。すれ違った気持ちを放っておくと、お互いの溝が深くなることはあっても、勝手に

溝が埋まることはありません。溝を埋めるには歩み寄りが必要ですが、歩み寄りの距離が 100 歩と 1 歩では

労力がまったく違います。人間関係のこじれも、小さいうちに対処しておくに越したことはありません。自分

の感情のこじれも、やはり小さなうちに対処しておくことが自分のためです。感情的な人は、自分の感情のア

ップダウンが考え方や判断基準に影響を及ぼします。要するに自分の感情に振り回されてしまうのです。例

えば「ムッ」としたままでいるとそのうち「ムカッ」となり、次第に「ムカムカ」して、最後は怒りが爆発し

ます。逆に、いつも穏やかな人もいます。もともと穏やかな性格の人もいますが、そうでない場合は自分の感 

情に振り回されない工夫をしているようです。怒りの感情が芽生えたら、振り幅 

の小さいうちに怒りをキャッチして収める。つまり、自分で自分の機嫌を取って 

いるのです。「ムッ」としたら、心の中で自分に向かって「まぁまぁ」と言ってみ 

ます。「まぁまぁ、それほど怒ることでもないよ」と言ってみると、言葉につられ 

て気持ちの波風が収まるから不思議です。人から丁寧に扱われるのは気分が良い 

ものですが、自分をいちばん丁寧に扱えるのは自分です。感情に振り回されない 

ように自分で自分をなだめ、自分で自分を持ち上げる。自分の機嫌を取る習慣は、

自分で自分を丁寧に扱うことでもあります。景気良さそうなあの人は、商売繁盛だからゴキゲンなのではあ

りません。いつもゴキゲンでいられるように自分を大事にしているから商売がうまくいっているのでしょう。 

 

【１％の努力】 
--------------------------- 
匿名掲示板『２ちゃんねる』の
開設者・西村博之の生い立ちと
考え方をつづった本。「チャン
スをつかめるよう常に片手を
空けておけ」などのアドバイス
が著者の経験を通して語られ
ています。「人生を楽しまなき
ゃ損」と思えてくる一冊です。 
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